
数々の現場の声から誕生した「職人シリーズ」

玉掛け作業･トラック配送業者さま向け 

シリーズ

現場での安全基準ルールは、

　日増しに増しています。

現場での労働災害を少しでも減らしたい、、、

この製品が、少しでも役立てられれば、、、

それが、¨モトコマの願い¨です。

■開発エピソード

新製品で発売する¨ドロ棒フック¨のM型グリップは、社長の計らいにより

自作品のグリップを参考にさせて頂きました。

■MKKのこだわり
　1)MKKオリジナルM型グリップを採用 →

　　　　ビニールコーティングを施し、より持ちやすく滑らない。

　2)トラックの横幅を考慮し、全長:1200mmに設定

　　　　トラック横幅が約220cmある為、トラック横幅の中央までフックが届きます。

　3)線径：Φ7mm採用
　　　　丈夫でありながら、取り回しやすい線径を選定しています。

パレットの下にスリングを通す際の手繰り寄せに ワイヤーを機材下に通す際の手繰り寄せに

　鉄骨や機材を運搬する際に、玉掛作業を行います。

　ワイヤーやスリングベルトを積み荷下に通す際の「手繰り寄せ棒」として

　職人さんの間では知られた存在¨ドロ棒¨を製品化。

その名も ¨ドロ棒フック¨
DBF-1200 1200mm

地元の建築会社の社長さんへ伺って話を聞きました。

トラックの荷台に鉄骨を置き運搬する際に、鉄骨の下に

ワイヤーを通す道具がなく、トラックの台数分を自作で

作成していたそうです。

彼らの間では、それを¨ドロ棒¨と呼び、以前より重宝する

道具として使用していました。

製品番号 品　　　　名 サ　イ　ズ 重　量 JANコード 入　数

DBF-1200 ドロ棒フック H1200×W43×D11mm 460ｇ 4900028 000630 6


